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山田麻和, 古山雅子, 折口智樹：関節リウマチ患者と健常者におけるサルコペニア有病率と栄養・運動状況の比

較検討. 臨床リウマチ 35(2): 95-107, 2023.

西 祐樹, 生野公貴, 南川勇二, 中田佳佑, 大住倫弘, 森岡 周：中枢神経障害によるしびれ感に対するしびれ同調経

皮的電気神経刺激の効果検証 ─シングルケース実験デザイン─. 物理療法科学 30(1): 67-75, 2023.
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神津 玲：【理学療法の2040年】2040年を見据えた理学療法の取り組み 呼吸器疾患. 理学療法ジャーナル 57(4):
411-414, 2023.

名倉弘樹, 及川真人, 花田匡利, 竹内里奈, 神津 玲：単純X線写真 読影達人への第一歩(第1回) 重症慢性閉塞性肺疾

患. 理学療法ジャーナル 57(4): 371-375, 2023.

及川真人, 名倉弘樹, 花田匡利, 竹内里奈, 関野元裕, 神津 玲：【ARDS:診療ガイドラインと今後の展望】ARDS患
者に対する早期リハビリテーション. 呼吸器内科 43(5): 530-538, 2023.

竹内里奈, 名倉弘樹, 及川真人, 花田匡利, 神津 玲：単純X線写真 読影達人への第一歩(第2回) 間質性肺疾患. 理学

療法ジャーナル 57(5): 499-504, 2023.

佐藤 晋, 宮崎慎二郎, 玉木 彰, 吉村芳弘, 荒井秀典, 藤原 大, 桂 秀樹, 川越厚良, 神津 玲, 前田圭介, 小川純人, 植木

純, 若林秀隆：二次出版 呼吸サルコペニア4学会合同ポジションペーパー. 日本サルコペニア・フレイル学会雑誌

7(1): 96-111, 2023.

坂本淳哉, 下 和弘, 大住倫弘, 井上雅之, 平賀勇貴, 坂野裕洋, 城 由起子, 大賀智史, 佐々木 遼, 常盤雄地, 中楚友一

朗, 丹羽祐斗, 服部貴文, 松原貴子, 一般社団法人日本ペインリハビリテーション学会ガイドライン委員会：ペイ

ンリハビリテーションに活かす慢性疼痛診療ガイドライン. Pain Rehabilitation 13(1): 1-7, 2023.

神津 玲：理学療法士における専門性の真価とは 内部障害理学療法からの視点. 長崎理学療法 22: 1-5, 2023.

卯野木 健, 林田 敬, 河合佑亮, 對東俊介, 安藤守秀, 飯田有輝, 笠井史人, 川崎達也, 神津 玲, 近藤 豊, 齊藤正和, 櫻本

秀明, 佐々木信幸, 佐浦隆一, 中村謙介, 大内 玲, 岡本菜子, 岡村正嗣, 栗原知己, 栗山 明, 松石雄二朗, 山本憲督, 吉
廣尚大, 矢坂泰介, 安部 諒, 飯塚崇仁, 井上拓保, 内山侑紀, 遠藤 聡, 大倉和貴, 太田浩平, 大塚貴久, 岡田大輔, 小幡

賢吾, 片山雪子, 金田直樹, 北山未央, 喜納 俊介, 草葉隆一, 桑原政成, 笹沼直樹, 高橋正浩, 高山千尋, 田代尚範, 立野

淳子, 田村貴彦, 田本光拡, 土谷飛鳥, 堤 悠介, 長門 直, 成田知大, 名和智裕, 野々山忠芳, 花田匡利, 平川功太郎, 牧
野晃子, 正木宏享, 松木良介, 松嶋真哉, 松田 航, 宮城島沙織, 諸見里　勝, 柳尚弥, 山内康太, 山下遊平, 山本夏啓, 劉
啓文, 若林侑起, 渡辺伸一, 米倉 寛, 中西信人, 高橋哲也, 西田 修, 日本集中治療医学会集中治療早期リハビリテー

ション委員会：重症患者リハビリテーション診療ガイドライン2023. 日本集中治療医学会雑誌 30(Suppl.2): S905-
S972, 2023.
小関弘展, 米倉暁彦, 樋口隆志, 砂川伸也, 西山裕太, 尾﨑 誠：脛骨顆外反骨切り術におけるX線学的所見と短期

臨床成績の関連性. 臨床雑誌『整形外科』 74(1): 1-6, 2023.

小関弘展, 梶山史郎, 西山裕太, 水上 諭, 砂川伸也, 森川明典, 北村英利, 山口和博：少年野球選手の肘関節痛に関わ

る危険因子. 臨床整形外科 58(2): 191-197, 2023.

小関弘展, 志田崇之, 朝永 育, 西山裕太, 吉田大佑, 今井智恵子：長崎県における大腿骨近位部骨折の疫学的動向.
整形・災害外科 66(10): 1259-1266, 2023.

小関弘展, 朝永 育, 砂川伸也, 西山裕太, 吉田大佑, 尾﨑 誠：長崎県の誤嚥性肺炎の実態把握－救急活動記録票を

用いた分析－. 保健医療科学 72(3): 249-257, 2023.

森内剛史, 西 啓太, 岡村諒平, 小関弘展, 東 登志夫：骨格筋痛による皮質脊髄路の興奮性低下に対するミラーセラ

ピーの効果. 日本作業療法学会抄録集 57: PP, 2023.

小関弘展, 室田浩之, 志田崇之, 砂川伸也, 松村 海：人工爪装置による掻破動作の客観的評価. 日本義肢装具学会誌

39(1): 47-52, 2023.

梶山史郎, 小関弘展, 朝永 育, 尾﨑 誠：骨折内固定材のバイオフィルム感染—エビデンス・コンセンサスと不明点.
臨床整形外科 58(6): 751-757, 2023.

花田匡利, 名倉弘樹, 及川真人, 竹内里奈, 神津 玲：単純X線写真 読影達人への第一歩(第3回) 肺炎・急性呼吸促迫

症候群. 理学療法ジャーナル 57(6): 623-627, 2023.

及川真人, 花田匡利, 名倉弘樹, 竹内里奈, 神津 玲：単純X線写真 読影達人への第一歩(第4回) 無気肺. 理学療法

ジャーナル 57(7): 751-756, 2023.

陶山和晃, 田中貴子, 神津 玲：【外来理学療法の現状と課題】呼吸器疾患患者に対する外来理学療法の現状と課

題. 理学療法 40(7): 607-613, 2023.

佐藤 晋, 宮崎慎二郎, 玉木 彰, 吉村芳弘, 荒井秀典, 藤原 大, 桂 秀樹, 川越厚良, 神津 玲, 前田圭介, 小川純人, 植木

純, 若林秀隆：呼吸サルコペニア 4学会合同ポジションペーパー(二次出版). リハビリテーション栄養 7(2): 230-
244, 2023.
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折口智樹：ステロイド抵抗性PMRの治療. リウマチクリニック 36: 8-9, 2023.
神津 玲：理学療法評価学，第4版. 医学書院 : 172-183, 2023.
神津 玲, 関野元裕：理学療法士集中治療テキスト. 真興交易(株)医書出版部 : 238-259, 2023.
神津 玲：運動療法学 総論，第5版. 医学書院 : 96-113, 2023.
本田祐一郎：こだわり抜く筋力増強運動. 文光堂 : 17-37, 2023.

沖田 実：関節可動域 Range of joint motion. 運動と医学の出版社 138-147, 2023.

折口智樹：関節リウマチの治療について. 流会報ながさき 62: 3-9, 2023.

佐々木 遼, 本田祐一郎, 梶原康宏, 中川晃一, 高橋あゆみ, 坂本有希倫, 盛田日菜子, 近藤祐太朗, 沖田星馬, 後藤 響,
近藤康隆, 片岡英樹, 坂本淳哉, 沖田 実：変形性股・膝関節症患者の身体活動量や痛みに対する運動療法と患者教

育の効果 メタアナリシスによる検討. 運動器理学療法学 3(Supplement): 179, 2023.

近藤康隆, 吉田佳弘, 坂本有希倫, 本田祐一郎, 片岡英樹, 坂本淳哉, 沖田 実：人工膝関節全置換術1年後における日

常生活困難度が高い患者の術前ならびに術後早期の特徴. 運動器理学療法学 3(Supplement): 137, 2023.

野元祐太郎, 片岡英樹, 近藤祐太朗, 中川晃一, 後藤 響, 山下潤一郎, 坂本淳哉, 沖田 実：大腿骨近位部骨折術後に

強い疼痛が持続する患者の特徴 圧痛閾値を含めた多面的評価による縦断的検討. 運動器理学療法学

3(Supplement): 41, 2023.
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